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年次報告会オンライン開催のおしらせ 

saveMLAK 報告会 2021 を 6 月 27 日（日）にオ

ンライン開催いたします。詳細なプログラムならび

に参加案内などにつきましては、現在調整中ですの

で、改めてのご案内をお待ちください。メーリング

リストにて最新のお知らせをご連絡しますので、よ

ろしければこの機会に登録をお願いします。 

 

 

＜saveMLAK 報告会 2021＞ 

https://savemlak.jp/wiki/saveMLAK:Event/20210627 

 

日時：2021 年 6 月 27 日（日）14:00〜17:00 

場所：オンライン ＊Zoom 使用予定 

プログラム（予定）： 

第１部 第 123 回 saveMLAK Meetup 

第２部 基調講演＋インタビュー 

 「savelibrary から saveMLAK へ 

－3.11〜4.11 の 1 ヶ月を思い出す」（岡本真） 

（インタビュアー：江草由佳、谷合佳代子） 

Zoom 交流会 

 

 

saveMLAK会計 

2021年 2月～2021年 4月期（合算）会計報告 

収入   

受け取り利子          \3 

 

2021 年 4 月 22 日現在残高 ¥1,046,623 

 

【糸野泰輔／saveMLAK ファンド係】 

 

 

 

2021年 3月～4月の出来事と今後の予定 

 

3 月 22 日 

 第 120 回 Meetup を開催 

4 月 9 日〜11 日 

 第 17 回 COVID-19 図書館動向調査を実施 

4 月 22 日 

 第 121 回 Meetup を開催 

5 月 7 日〜9 日 

 第 18 回 COVID-19 図書館動向調査を実施予定 

5 月 22 日 

 第 122 回 Meetup を開催予定 

6 月 27 日 

 年次報告会をオンライン開催予定 

 

 

COVID-19図書館動向調査へのお誘い 

saveMLAK では、COVID-19 の影響による図書館動

向調査を、2020 年 4 月より実施しています。2021

年 4 月時点で第 17 回まで実施され、今後も継続予

定です。どなたでも参加いただける調査ですので、

ぜひご参加ください。また調査データは CC0 で公開

していますので、自由にご活用ください。 

ニュースレター第 65 号でもご紹介した通り、2020

年 7 月 30 日発行のカレントアウェアネス-E にてこ

の図書館動向調査の記事が掲載されました（※1）。

そして、2021 年 3 月 31 日には、その英訳版が公開

されました（※2）。この調査がどのように行われて

いるかという点については、この記事をご覧いただ

ければと思います。記事は COVID-19 libdata チーム

が執筆し、CCBY で公開されています。以下に転載

します。 

 
※1: E2283 - 現在（いま）をアーカイブする：COVID-

19 図  書館動向調査  カレントアウェアネス-E 

No.395 2020.07.30 https://current.ndl.go.jp/e2283 

 

※2: E2283e - Archiving the Moment: Investigation 

on COVID-19 Public Library Trend 

 2021.03.31 https://current.ndl.go.jp/en/e2283_en 
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現在（いま）をアーカイブする 

：COVID-19図書館動向調査 

saveMLAK COVID-19libdata チーム 

  

●カーリルから saveMLAK へ 

  saveMLAK は，2011 年の東日本大震災をきっかけ

に，被災した MLAK（美術館・博物館，図書館，公

文書館，公民館）の情報を集約し，ウェブサイトで

の公開を行っている。 

  新型コロナウイルス感染症（COVID-19）感染拡大

に伴い，2020 年 4 月 7 日に，政府による一部都府

県を対象とした緊急事態宣言が発出された。その直

後である 4 月 9 日，株式会社カーリルによる全国の

図書館休館調査の結果が発表された。この結果を受

け，4 月 12 日，saveMLAK 有志の打ち合わせにて

COVID-19 に関する取り組みが検討された。 

  COVID-19 は地震等の自然災害とは異なるが，多

くの図書館が休館することとなった。現状を記録す

るために，全国の図書館の状況のスナップショット

を保存するような，継続した一斉調査の必要性が話

し合われ，カーリルだけでの調査は困難なことから，

saveMLAK に引き継がれることとなった。第 2 回調

査より，この趣旨に賛同する有志が参加し調査が行

われた。 

●調査に携わって 

  この調査は全国の公共図書館・図書室等のウェブ

サイトを目視で確認し，Google のスプレッドシート

に記録する方法で実施した。調査対象のウェブペー

ジは Internet Archive や Archive.today といったウェ

ブページ保存サービスを活用し，収集時点のウェブ

ページを見られるようにした。毎回の調査前に凡例

を整理し，開館状況や休館中でも行っているサービ

スを類型化できるようにした（図書館が「開館」と

記載していても，開架エリアに進入できない場合は

「休館」扱いにするなど）。凡例は図書館の動向に

合わせて都度更新し，できるだけ実態に即したもの

にした。 

  誰でも参加できるよう調査参加者は公募し，「で

きる人ができるだけ」行った。第 8 回までに北海道

から沖縄県まで日本全国から延べ 238 人の有志が

参加し，累計 1 万館超の図書館を調査した。参加者

は Slack を使ってコミュニケーションを取り，調査

の疑問点を相互に解決していった。また，Zoom を

用いてミーティングをしながら毎回の調査結果に

関するプレスリリースを共同編集するなど，各種ツ

ールを使い全てをオンラインで進めていった。 

  苦労した点はエビデンスとなるウェブサイトを

アーカイブすることだ。保存したいウェブページの

URL が開くたびに変わる，調査時に URL を保存し

ても調査時点でのウェブページがアーカイブでう

まく呼び出せなかったり，海外のウェブサイトから

のアクセスを弾く設定になっていて保存できない

ケースもあった。複数のインターネット保存サービ

スを併用したり，地方公共団体のウェブサイトや

SNSの投稿を代わりに保存するなど試行錯誤を重ね

た。 

●調査から見えてきたもの 

  まず，本調査の主要指標の休館率は，第 2 回（4

月 16 日）57％，第 3 回（4 月 23 日）88％，第 4 回

（5 月 6 日）92％と休館の全国拡大が如実に現れた。

ひとつの要因と考えられる，緊急事態宣言発出との

関連性をグラフやマップにより可視化する方法を

採った。第 3 回調査では，4 月 16 日に特定警戒地

域に指定された 13 地域の休館率が顕著に上昇した。

それ以降，各都道府県で発出された図書館はじめ

MLAK 機関に対する休業要請に関して，措置調査を

第 6 回調査（5 月 21 日）まで継続的に実施した。

休業要請の延長が休館継続の意思決定に影響を及

ぼしたことが，明らかとなった。 

  合わせて図書館サービスの動向調査も行った。休

館率の高さと相まって，資料の郵送宅配，電子書籍，

デジタルコンテンツの利用促進やオリジナルコン

テンツ配信等の事例が見られた。緊急事態宣言が解

除されると，入館記録やロードマップ提示等の再開

館のための動きが活発になった。第 8 回（6 月 20

日）では，1.6％の休館率となり調査はほぼ区切りを

迎えた。 

  以上が，個人の調査では成しえない，意思を同じ

くする全国有志による集合知が創り出したデータ

から見えてきたものである。公開情報をベースに，

図書館等が利用者にいかに情報を提示しているか

を確認できた。現場の担い手自身が本調査への参加

を通して全国の状況を認識し，それぞれの事業や政

策に資するであろう情報を生み出せたことは，得が

たい経験となった。 

●「アフターコロナ」と言われる時代に向けて 

  COVID-19 により日本全国で外出が阻まれる事態

となり，本調査は，調査する全員が当事者であった。 



 

 

※saveMLAK ニュースレターはクリエイティブ・コモンズライセンスにより提供、配布しています。複写・配布等、自由にしていただいて構いません 

 
 

参加者の 1 人である常川真央氏は，これまで

saveMLAK ではウェブサイトに各機関の情報を載せ

ていく「ドキュメント志向」の調査が中心だったが，

本調査は全国の公共図書館の情報を同時に1枚のシ

ートに集約する「テーブル志向」だったと指摘する。 

  特筆すべきは，全国的な調査を 1 回につき 2 日か

ら 3 日という短期間で，かつ約 3 か月間に 8 回も行

ったことである。瞬間を一遍に輪切りのように切り

取った8回のポイントを繋げ曲線を生み出すことで

全体の流れが見えるようになった。調査で集まって

きた「ドキュメント志向」にあたるベストプラクテ

ィス（先行事例）は，プレスリリースに反映させた。

調査結果は後から検証できるようにし，クリエイテ

ィブ・コモンズ・ライセンスの CC0 で公開している。

誰でも使いたい時に使える形で残すことを意識し

たためである。 

  状況が変わるにつれ，COVID-19 が風化するかの

ように情報が消えていった。「現在（いま）」をア

ーカイブすることは「現在（いま）」しかできない。 

  本調査のように実際に集まらずとも短期間で最

新情報を公表できるこの方法は，様々な場面で有用

ではないだろうか。調査方法についても，活用しや

すい形で遺していきたい。 

 

 

 

編集後記 

4 都府県に３度目の緊急事態宣言が発出されまし

た。COVID-19 だけでなく、２月に起きた福島県沖

地震による影響もまだ残っています。自由に遠方に

出かけられませんが、オンラインでできることを少

しでも積み重ねたいと思っています。毎月の図書館

動向調査や 6 月の年次報告会など、自宅に居ながら

にして参加できることもあります。私自身は調査に

参加することで情報の発信と活用についても日々

学んでいます。よろしければ saveMLAK のサイト

もご覧になっていただければ嬉しいです。 

【三浦なつみ：編集担当】 

 

 

 
編集発行：saveMLAK プロジェクト 
発行日：2021 年 5 月 10 日（月）（第 69 号） 
発行所：神奈川県横浜市中区相生町 3-61 泰生ビル 

さくら WORKS<関内>407  
アカデミック・リソース・ガイド株式会社内 
saveMLAK プロジェクト 

E-mail：pr@savemlak.jp 
URL：https://savemlak.jp/ 

https://savemlak.jp/

